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下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 
     交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 
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機能性流体の一つである電界共役流体（ECF）は，最近，その特徴的な現象が見出され
た新しい機能性流体で，流体中の電極間に高電圧を印加するとジェット流が生じる．ECF
が持つ極めて特徴的なこの性質は，流体駆動形高出力メカトロデバイスの構成要素のマ
イクロ化に適した駆動原理である．すでにこれまで，研究代表者の田中豊は，当該領域
の公募研究（平成17年～18年度）の補助金を受け，この機能性流体を用いたポンプとそ
のポンプをパワー源とするアクチュエータを試作し，その動作特性を検討した．本研究
課題では，この機能性流体を用いたマイクロメカトロシステムの研究成果を発展させ，
ポンプやバルブ，アクチュエータ構造を工夫したり，階層化あるいは一体化したりする
ことにより，さらに高出力なマイクロメカトロデバイスの開発を行った． 

研究期間の最終年度にあたる平成21年度は，「マイクロポンプの高出力化」，「三次
元マイクロ流路構造の検討と試作」および「マイクロメカトロデバイス用アクチュエー
タモジュールの試作」の三項目について検討した．マイクロポンプの高出力化では，マ
イクロ放電加工機を用いて製作した電極構造と配置を工夫することにより，大幅なポン
プの高出力化を実現した．また三次元マイクロ流路構造の検討と試作では，管路抵抗の
減少を目的とした微細流路構造とその試作方法を検討し，一定の成果得られた．マイク
ロメカトロデバイス用アクチュエータモジュールの試作では，ゴム系素材を用いたマイ
クロ光造形法により，マイクロポンプをパワー源とするマイクロフレキシブルアクチュ
エータを試作した．またポンプとアクチュエータ，管路をアレイ状一体化する検討も行
い，高出力マイクロメカトロデバイス開発の目途が立った．             

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
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11.研究発表（平成２０年度の研究成果） 
 〔雑誌論文〕 計（ １ ）件  

著 者 名 論  文  標  題 

田中 豊 フルイディクス形マイクロバルブ 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁 

バルブ技法 無 Vol.23, No.1 ２ ０ ０ ８ pp.86-89 

 
 〔学会発表〕計（ ４ ）件  

発 表 者 名 発  表  標  題 

 Yutaka Tanaka Miniaturized and High-Powered Micro Pump Using Functional Fluid ECF 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

The 12th International Conference on Mechatronics  
Technology 

2008年10月16日  カナダ・サドベリー 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

 Masafumi Ebisawa Micro Mechatronics SystemUsing Functional Fluid Power  
- Design and Fabrication of Micro Pump and Connecting Tube- 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

The 5th Fluid Power Net International PhD Symposium 2008年7月3日  ポーランド・クラクフ 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

 Satoshi Suzuki Numerical Analysis of Micro and Nano Fabrication by Stereolithograpy 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

The 8th World Congress on Computational Mechanics 2008年6月30日  イタリア・ベネチア 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

 田中 豊 機能性流体を用いたマイクロポンプモジュール（小形化と高出力化の検討） 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

平成20年春季フルードパワーシステム講演会 2008年5月29日  東京 
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産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内・外国の別 

      

 
13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 


